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 日揮グローバルは石油・ガスプラント建設で多くのモジュール工法を採用したプロジェクト遂行実績を有

す。 NuScale SMR 原子力発電所である VOYGRTM の原子炉建屋には SC 構造が採用される。本稿では、

VOYGRTM原子炉建屋モジュール化の検討概要、今後の技術課題等について説明する。 
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1. 緒言 

 日揮グローバルでは、これ迄の石油・ガスプラントでの実績を参考に VOYGRTM の原子炉建屋をモジュー

ル工法で建設する検討を実施している。 

当該モジュール工法は、建屋を複数領域に分割し、建屋躯体を構成する SC 鋼板及び機器・配管系から構成

されるモジュールを建設地以外の地域で製作し、建設地まで輸送後、モジュールを据え付ける工法である。 

弊社のプラント建設の経験に基づき、モジュールのサイズおよびその製作から建設地での据え付けまでの

シーケンスを設定した。設定したモジュールに対して、輸送時の構造安定性を評価し、構造の成立性につい

て考察した。 

2. 輸送を考慮した構造検討 

  原子炉建屋内の原子炉プールの南北のプロセスエリアについて、1,000 トン規模のいくつかのモジュールに

分割した。SC 鋼板等の建築資材、及び機器・配管等は各工場からモジュールヤードに運搬され、モジュール

として組立てられる。その後、LOLO 船 (Lift-on / Lift-off Ship) のデッキ内にモジュールを収納した状態で海

上輸送する。建設地近郊の港湾施設にて荷役し、SPMT (Self-Propelled Modular Transporter) と呼ばれる自走式

輸送車の上にモジュールを載せて、建設地まで輸送する。 

上記シーケンスにおいて、海上・陸上輸送時の揺れを考慮し、モジュール構造に十分な強度を持たせる必

要があるため、策定したモジュール構造に対して、海上・陸上輸送時の構造安定性を評価した。その結果、

輸送時に発生する荷重に耐えうる支持構造の一定の見通しが得られた。 

今後はモジュール工法の更なる実現に向け、施工性を考慮した検討を実施する予定である。 
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